















Michel Foucault discusses historical paintings from the 17th to the 20th centuries, such as works of Velazquez, 
Manet and Magritte. Here Foucault tries to analyze into the visible surfaces of their paintings and to illuminate 
invisible meanings there. For him “to see” is the same meaning of the act based on both his philosophical thought 
and his historical viewpoint. His argument of these paintings guides us to see visibleness as to know invisibleness. It 



































































































































































絵（《草上の昼食 Le Déjeuner sur l’herbe》（1863 年），《鉄道 Le Chemin de fer》（1872-73 年），《フォ
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歩とともに，二重のリズムとともに，二つの事を実現したのだ」（Deleuze, G. Ibid. p.58（『フーコー』（宇
野邦一訳）河出書房新社，1987 年，81 頁））。ここで述べられる「実現」は，まさしくフーコーによ
る歴史的絵画への言表において可能となるといえよう。
2 ） Foucault, M. Les mots et les choses. Gallimard, 1966, p.31（『言葉と物―人文科学の考古学―』（渡辺一民
ほか訳）新潮社，1974 年，40 頁）.
3 ） Foucault, M. Ibid., pp.23f（32 頁）. 《ラス・メニーナス》の鏡とヤン・ファン・エイクの《アルノルフィー





「婚約を表象する一枚の絵を結婚証明に変形」（Derrida, J. La vérité en peinture. Flammarion, 1978, p.399
（『絵画における真理（下）』（阿部宏慈訳）法政大学出版局，1998 年，282 頁））させることへの試み
といえる。





育 理 論 的 な 伝 達 内 容 が 暗 号 化 さ れ て い る 」 と 指 摘 し て い る（Mollenhauer, K. Vergessene 
Zusammenhänge: Über Kultur und Erziehung. Juvena, 1985, S.65（『忘れられた連関〈教える―学ぶ〉と
は何か』（今井康雄訳）みすず書房，1987 年，74 頁））。
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8 ） Triki, R. Foucault en Tunis. In; Foucault, M. La Peinture de Manet: Suivi de Michel Foucault, un regard. Seuil, 
2004, p.60（「チュニジアのフーコー」『マネの絵画』（阿部崇訳）筑摩書房，2006 年，61 頁）.






















12） Foucault, M. L’ordre du discours. Gallimard, 1971, pp.29f（『言説の領界』（慎改康之訳）河出文庫，2014 年，
35-36 頁）.
13） Triki, R. Ibid., p.59（60 頁）.
14） Foucault, M. op.cit.（註 8 参照）, p.23（6 頁）.
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17） Foucault, M. op.cit.（註 8 参照）, pp.22f（5 頁）.
18） Foucault, M. Ceci n’est pas une pipe. Fata Morgana, 1973, p.13（『これはパイプではない』（豊崎光一ほか
訳 ）哲学書房，1986 年，18 頁）.
19） Foucault, M. op.cit.（註 18 参照）, p.14（19-20 頁）.





21） Foucault, M. op.cit.（註 18 参照）, pp.15f（22-23 頁）.
22） Foucault, M. op.cit.（註 18 参照）, p.15（21 頁）.
23） Foucault, M. op.cit.（註 18 参照）, pp.16f（25 頁）.
24） Foucault, M. op.cit.（註 18 参照）, p.20（32-33 頁）.
25） Foucault, M. op.cit.（註 18 参照）, p.46（81 頁）.
26） ここに，マグリット絵画における美的なものを見出すのであれば，モレンハウアーの次の言葉が参
照できよう。「美的経験は，形が引き起こす感覚的情感と言語的に可能なコメントの間の，記述しが
たい中間領域にある」（Mollenhauer, K. Grundfragen ästhetischer Bildung:  Theoretische und empirische 
Befunde zur ästhetischen Erfahrung von Kindern. Juventa, 1996, S.259（『子どもは美をどう経験するか―
美的人間形成の根本問題』（真壁宏幹ほか訳）玉川大学出版部，2001 年，203 頁））。







絵画を措いて他にない」と指摘している（Greenberg, C., Morgan R.C.(ed.) Late Writings. University of 
Minnesota Press, 2003, p.36（『グリーンバーグ批評選集』（藤枝晃雄編訳）勁草書房，2005 年，51-52 頁））。
ダントーは，このグリーンバーグの「ミディアム」への注目に対して，「実際には，“ ジオットからクー
ルベ ” にかけての絵画の偉大なる創造性の到達にとって必要不可欠な状態であった，幻想的空間
（illusory space）を否定していることになる」（Danto, A.C. Ibid., p.109）と反論している。
30） Foucault, M. op.cit.（註 18 参照）, p.58（103 頁）. ここでの言及は，マグリットによる『言葉と物』に
ついての考察が記されたフーコー宛の手紙（1966 年 5 月 23 日）からの引用である。
31） これこそ，まさしく「外の思考」を介する，「絵画を見ることから，われわれが生きるこの現実の世








…「これは世界ではない Ceci nʼest pas le monde」がそれである」（Mollenhauer, K. op.cit.（註 5 参照）, 
S.77（90 頁））と述べている。また，ここでの教育への言及と以下のハンナ・アーレントの教育認識
との関係性を捉えることも可能であろう。「それは，社会的なるものの勃興によって複数性という人
間の条件が解体し，公的世界における多元的な平等に代わって単一の尺度にもとづく近代社会の画
一的平等が支配していく過程と，近代教育が体現している普遍性との間の通底性に対する，批判的
視座にほかならない」（小玉重夫『難民と市民の間で―ハンナ・アレント『人間の条件』を読み直す』
現代書館，2013 年，153-154 頁）。
可視的なものと不可視的なもの
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